
基本目標3　魅力とファンを創る

施策（1）　「三原ならでは」の魅力的なコンテンツが整っており、市を訪れる人が周遊・滞在している

施策（5）　広域での連携により、交流人口拡大につながる効果的な取組が実施できている

総事業費 交付金充当額

― 3,250 36,000 196,500 489,000 

― 62,763 101,340 117,680 161,210 

― 50 200 1,500 4,800 

― 579 383 929 803 

Ｐ Ｄ

R5決算額(千円)

DMC提供商品売上額

DMC造成ツアープログラム参加者数

事業名 事業概要

ＫＰＩ

令和5年度に実施を
予定していた内容

令和5年度に実施した内容

事業開始前

目標値（H31） 目標値（R2） 目標値（R3） 目標値（R4） 目標値（R5）

実績値（H31） 実績値（R2） 実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5）

広島空港隣接地を拠点とし
た「DMC×地域商社」官民
協働プロジェクト

・空港立地のポテンシャルを活かし、「地域産品の流通」と
「観光客流入」を実現させる法人を設立する。

・産品販売・誘客双方のクロスセルのマーケティングに
よって的確・効率的なビジネスモデルを実施する。また、
市内外の産品の集約化を図るとともに、地域内の観光素
材や伝統文化等の体験サービスのメニュー化と集約化を
行い、一元的に観光客等にサービスを提供する。

・法人によるＤＭＣ事業を核として連携することによって、
地域の産業（商業、農林水産業、サービス業）の高度化な
ども進め、その結果、多様な働き口・地域雇用を創出す
る。

<事業プログラム一覧>
①観光事業・地域商社事業を担う組織「㈱空・道・港」の
設立
・専門人材を配置し、全体的な事業戦略を策定
・人材の採用と育成

②国内外の観光客の流入、具体的なターゲットを特定
・専門人材を中心にターゲットに則したマーケティングの
実施、商品開発、商品選定、サービス提供システムの一
元化を実施
・顧客が商品・サービスと接点をもち、そこから商品購入
に至り、リピーターとなるまでの道筋を設計

③ツアー商品の販路確保、販売、観光地としての各種プ
ロモーションの実施

④観光客誘致に繋がるソフト事業の実施

【事業関連】
●継続的に実施する取組
①サービスサイト制作・管理
　・旅行コンテンツ取材・撮影・投稿
②ECサイト保守・管理
　・ECコンテンツサイト運営・管理・撮影・投稿
③観光物販共通サイトリニューアル・更新
④観光・物販共通　保守・管理
⑤デジタルマーケティング
　・インターネットを通じたプロモーション活動
　・ニュースリリース、Web広告、SNS広告掲載
⑥リアルマーケティング
　・インターネット以外の媒体を通じたプロモーション活動
⑦コンテンツ企画・開発
⑧ツール制作
　・観光・物販のための臨空拠点告知用ツール作成
⑨シーズンイベント
⑩テーマ制のあるツーリズム
　・食/工芸/健康/アクティビティなどの体験実施
　・プログラムのブラッシュアップ、販売、運営
⑪臨空エリア周遊施策
　・ジャンボタクシーの運行・告知・運営等

●空の駅オーチャード等への集客増に向けた取組
就航地フェアや売り場の活性化、マルシェを開催し、新規
顧客の確保に努める。
また、交通集客地点の道の駅やサービスエリアへのPB及
び地域商品の積極的な出品に努める。

●外販の強化（ECサイト）
ギフトマーケット（お中元、お歳暮）時期にPRを強化する。

●観光コンテンツ増に向けた取組
佐木島、小佐木島、空港周辺、高坂・佛通寺の4つの部会
を随時開催し、観光コンテンツの造成に向けて取り組む。
また、臨空エリアで多くの集客が見込める広島空港、八天
堂ビレッジを活用したツアーを重点的に実施していくととも
に、広島空港制限エリアで年越しが行えるといった貴重な
体験ができる高付加価値ツアーを造成していく。
インバウンド対応については、多言語表記のサイネージを
設置し、臨空エリアの周遊に繋げる。

●事業の自走化に向けた取組
上記の取組により売上げの柱となるPB商品やツアー商品
を増やしていくことで、安定的な売上確保に繋げる。

【組織関連】
①業務に必要な人材を配置
・従業員　26名
②第２種旅行業関連

【予算措置】
　99,100千円
（うち49,550千円はデジタル田園都市国家構想交付金　
※旧：地方創生推進交付金）

●継続的に実施する取組
①サービスサイト制作・管理
　・そらみちみなとHP、外国人旅行客向け旅行サイKKdayにお
いて、観光コンテンツ、観光スポット、イベント情報の発信
②ECサイト保守・管理
　・ECサイト（楽天、Yahoo）内にてPB商品等の紹介
③観光物販共通サイトリニューアル・更新
　・広島みはらプリンHPの更新　（HP訪問者数：29,701人）
　・そらみちみなとHPの多言語化（英語、中国語、韓国語）
　　（HP訪問者数：298,131人）
④観光・物販共通　保守・管理
　・観光コンテンツ販売用システムの保守管理
⑤デジタルマーケティング
　・訪日台湾人・香港人向けの日本観光情報サイト「ラーチー
ゴー日本」やWEBメディア「旅色」を活用したPR
　・ニュースリリース、Web広告、インスタグラム広告掲載
⑥リアルマーケティング
　・中国新聞折り込みチラシ、観光雑誌「るるぶ」を活用したPR
（浮城まつり、三景園紅葉まつり、オーチャード3周年祭）
　・情報番組による体験コンテンツ、イベントのPR TSS「ひろしま
満点ママ」1回、RCC「イマナマ」1回
⑦コンテンツ企画・開発
　・佛通寺モニターツアー等コンテンツ造成
　（コンテンツ実施件数：299件　参加者数：803人）
　・空の駅オーチャード、道の駅みはら神明の里にて対面アン
ケート調査を実施
　・PB商品の開発（塩そば、香草茶等）
⑧ツール制作
　・紙媒体・販促物の作成
　おでかけプリン、そらみちみなとマガジンの作成及び配布（配
布先：ひろしま夢プラザ、道の駅みはら神明の里ほか）
⑨シーズンイベント
　・誘客促進の一環として物販促進イベントの開催
　ツドマル　全３回延べ６日間開催（５月、９月、11月）
⑩テーマ制のあるツーリズム
　・陶芸、空港ツアーといった定番コンテンツのほか紅葉狩り、
やっさ花火クルーズといった季節限定のコンテンツ造成
⑪臨空エリア周遊施策
　・広島国際空港（株）と連携し、グリーンスローモビリティの体
験会を実施 (利用者数：481人)

●空の駅オーチャード等への集客増に向けた取組
　・アンブレラスカイの開催や親子で体験できる水遊び、鮎のつ
かみ取り体験等を実施、オーチャード３周年祭やバレンタインと
いったイベント時に限定フルーツパフェ等を販売

●外販の強化（ECサイト）
　・ギフトマーケット（お中元、お歳暮）時期だけでなく、ECサイト
イベントに併せWEB広告によるPR注力。

●観光コンテンツ増に向けた取組
　・４部会において定期的にコンテンツ造成及び課題解決にお
ける協議を実施。広島空港内滑走路を夜中にウォーキングでき
るツアーや空港周辺施設を周遊するロゲイニング、小佐木島の
サウナ体験といったコンテンツを造成。
　・インバウンド対応については、多言語表記のサイネージのほ
かに案内看板を設置し、臨空エリアの周遊に繋げた。

●事業の自走化に向けた取組
　・継続的なコンテンツ、利益率の良いPB商品の開発及び商品
PRを実施することで、売上高増加に繋げた。

238,791 46,449

― 千円 千円 千円 千円

― 人 人 人 人

事業内容の説明

【こんな事業です。】

令和5年度に実施した内容について

【昨年はこんなことをしました。】



Ａ① Ａ②Ｃ①（内部検証） Ｃ②（外部検証）

令和5年度の実施状況等
【参考】令和5年度の

外部有識者による評価・意見 　　　　　令和6年度の予定内容

・R6年度の事業計画
・予算措置の状況
・指標の見直しの有無
・指標達成に向けての改善点　など

令和6年度の
総合戦略審議会での評価・意見

　　　　　　　　　　　今後の方向性

総合戦略審議会での意見を踏まえた事務改善や
予算措置など、今後の方向性（予定を含む）を記載事業実施状況 事業の課題

KPIの状況

KPIの状況に対する要因分析
事業に対す

る評価
事業に対する意見

事業に対する
評価

事業に対する意見
目標値(R5)

（再掲）
実績値(R5)

(再掲)
達成率 結果

B　予定していた事業
内容どおり実施した

１　地域商社事業
　(1) 八天堂ビレッジと連携したイベ
ントやツドマル（５月・９月・11月）へ
の集客及び広島空港周辺エリア事
業者とのイベント連携が必要
　（2） 空の駅オーチャードのキッチ
ンメニューやPB商品のラインナップ
を増やすことが必要
   (3) 安定的な売上確保のため、
外販先であるショッピングモール、
道の駅、サービスエリアへの営業
活動が必要

２　観光事業
  (1) 部会エリア（空港周辺、佐木
島、小佐木島、高坂・佛通寺）のコ
ンテンツを増やすことが必要
  (2) 市内観光事業者との連携が
必要
  (3) 海外旅行者向けのコンテンツ
販売体制の整備が必要

489,000 千円 161,210 千円 33%

地域商社事業において、ECサイト販
売に対するプロモーション不足から
売上に繋がらなかった点やサービス
エリアやショッピングモールといった
外販先に対するアプローチが不足し
ていたことが要因の一つとして考え
られる。

観光事業においては、G7広島サミッ
トの開催に伴い、広島空港の警備
体制強化のため、高付加価値ツ
アーの空港潜入ツアーを実施できな
かったことが要因の一つとして考え
られる。（2回開催予定→0回）

地方創生の推
進に有効で
あった

①令和5年度が補助金交付の最終年とな
る。そのため、次年度からは事業の取捨
選択をしなければならないと思われるが、
現在が、自立へ向けて様々な事業を実施
することができる正念場と捉えて、事業の
推進に取り組んでいただきたい。

②多くの人に三原を知ってもらうため、新
たな顧客獲得と広範囲からの集客の両
方が実現できるよう、事業の推進に取り
組んでいただきたい。

③魅力的なイベントが多数開催されてい
ることは評価できるが、市民が事前に知
ることができ、参加しやすくなるような周
知の方法を検討していただきたい。

④この事業を通じて、市外・県外の人に
三原を知ってもらうのはもちろんだが、市
内の人も訪れ、楽しんでもらえるような仕
組みもあればよいのではないか。

【事業関連】
●継続的に実施する取組
①サービスサイト制作・管理
　・旅行コンテンツ取材・撮影・投稿
②ECサイト保守・管理
　・ECコンテンツサイト運営・管理・撮影・投稿
③観光物販共通サイト更新
④観光・物販共通　保守・管理
⑤デジタルマーケティング
　・インターネットを通じたプロモーション活動
　・ニュースリリース、Web広告、SNS広告掲載
➅コンテンツ企画・開発
➆ツール制作
　・観光・物販のための臨空拠点告知用ツール作成
⑧シーズンイベント

●貸衣装事業×観光コンテンツによる新規顧客増に向け
た取組
国内をターゲットとしたブライダルや年間行事（成人式、卒
業式）だけではなく、インバウンド向けとして三景園での着
付体験ができるサービスを充実させ、新規顧客の獲得に
繋げる。

●空の駅オーチャード等への集客増に向けた取組
利益率の良いイートイン＆テイクアウト商品の増かつイー
トインスペースを拡張することで、更なるファミリー層の取
り込みとキッチンメニューの売上増に繋げる。

●コンテンツ商品売上増に向けた取組
定番商品である広島空港潜入ツアーをマニア向けに内容
を変えるなど、ほかの空港との区別を図ることで特別感を
演出し、リピーターの増を狙う。大口の観光客受入が可能
な中央森林公園（昆虫採集）、佛通寺（紅葉狩り、坐禅、ト
レイルランニング）といった空港周辺施設を活用し、観光コ
ンテンツの造成に向けて取り組む。

●今後の展望
　補助金は令和5年度までとなり、プロモーション事業は縮
小することとなるが、利益率の良いPB商品、キッチンメ
ニューの売上を伸ばし、事業を推進していく。
　今後も市や関係各所とSNSを用いた情報発信などの連
携をしながら、三原市の観光振興や知名度向上に取り組
む。

【予算措置】
なし

地方創生の推進に
有効であった

①令和6年度から補助金が無
くなることで、イベントの開催数
やPRの機会の減少等が心配
されるが、物販・観光の両方で
集客できるよう、気を引き締め
て、がんばってもらいたい。

②PB商品等、目を引く商品の
販売や様々なイベントの開催
などから、オーチャードの知名
度は高まっていると思う。KPI
の達成度に乖離はあるが、毎
年売上が伸びてきていることも
あり、将来に期待できる。

③魅力的なコンテンツだと思う
ので、これを有効活用し、商品
の売上、観光での集客ともに
数字を伸ばしてもらいたい。

➀空の駅オーチャードの月末祭といったキッチンメニュー
やPB商品に焦点をあてたイベントを実施すると共に、ハロ
ウィンやクリスマスなどの季節行事と絡め、八天堂ビレッ
ジのSNS等で引き続きイベントをPRし集客に努めていく。

②市内外の多くの観光客に知られている人気カフェとのコ
ラボ商品の販売や市内外でのスポーツイベントでの催事
により更なる知名度向上を図る。

③旬のフルーツを使用したフルーツサンドや大福などフ
ルーツをメインとした商品を訴求していくと共に、空港周辺
施設でのキャンプ体験や佐木島でのセラピー体験、世界
規模での鯉の品評会に絡めたツアーといった新規コンテ
ンツを活用し、売上増へ取り組んでいく。

4,800 人 803 人 17%

G7サミットの開催に伴い、空港周辺
の警備上の問題から大口の参加が
見込める空港ツアーが催行できな
かったことや、SNSによるPR不足等
により、体験コンテンツの催行に結
びつかなかったことが要因として考
えられる。

昨年までの実施状況から分かった課題について

【昨年までやってきたことから，こんな課題があります。】

課題等を踏まえて実施すること。

【こんなことをして課題を解決しながら目的に

近づいていきます。】



基本目標１　暮らしやすさを磨く

施策（2）　農業・水産業の担い手が確保され、経営力が向上している

総事業費 交付金充当額

0 93 287 460 677 

0.0 1,636 902 

2 4 
4人を
維持

4人を
維持

4人を
維持

2 4 3 

0.0 45.0 46.0 47.0 48.0 

0.0 24.0 25.0 

Ｐ Ｄ

R3決算額(千円)

缶詰商品の純利益

加工製造（集荷、加工、運搬等）作業場で雇用する人数

缶詰商品の市外販売率

事業名 事業概要

ＫＰＩ
交付金を活用して施設整備した内容

（令和３年度実施内容） 令和5年度に実施を
予定していた内容

令和5年度に実施した内容

事業開始前

目標値（R3） 目標値（R4） 目標値（R5） 目標値（R6） 目標値（R7）

実績値（R3） 実績値（R4） 実績値（R5） 実績値（R6） 実績値（R7）
R5決算額
（千円）

― 千円 千円 千円 千円 千円 千円

2 人 人 人

― ％ ％ ％ ％ ％ ％

水産物６次産業化におけ
る缶詰製造施設等整備
事業

●三原市漁協が所有する事務所建物内及び同一敷
地内に所有する既存の水産物加工施設内に、缶詰
製造のための作業場を新設するとともに、缶詰商品
を製造するための機械設備を導入配置し、販売時に
必要となる缶詰用ラベルのデザイン作成を行う事業
を実施する。

●缶詰の製造により、これまでの課題であった保管・
運搬に冷凍や冷蔵を要するという市内販売施設の
課題解決に資するとともに、今まで消費ニーズが低
く、低価格での販売や廃棄されていた部位について
も商品化が可能となる。

●缶詰の調理済という手軽さから、新型コロナウイ
ルスの影響で新たな需要となっている内食の受け皿
として消費者へアプローチしていくとともに、従来の
販売施設に加え、地域商社機能と観光機能を併せ
持つ法人である㈱空・道・港との連携や、新たに立ち
上げた漁協ECサイトでの販売により、市外への販路
を拡大することで、タコ漁業を稼ぐ産業へと発展させ
ていく。

※以下の整備内容のうち、①の事業費の
一部（事業費のうち約31.8％）に交付金を
充当。

①三原市漁協が所有する事務所建物内
及び同一敷地内に所有する既存の水産
物加工施設内に、缶詰製造の機械設備を
導入するための建具工事、照明・電気配
線設備工事、空調換気設備工事、給排水
設備工事を実施。

②缶詰を製造するための缶詰巻締機、圧
力釜、真空包装機、食品乾燥機などの設
置工事を実施。
※交付金を活用せず実施

③缶詰用ラベルデザインの作成
※交付金を活用せず実施

・①～③：令和４年３月11日事業完了

14,261 1,528

【事業計画】
〈蛸の生姜煮、蛸卵の缶詰〉
・４月・11月：賞味期限３年取得のための検査受験
※缶詰の生産個数については、900個（生姜煮800
個、蛸卵100個）を計画。（令和４年度350個（生姜
煮300個、蛸卵50個）の計画に対して7,140個（生姜
煮5、800個、蛸卵1、340個）を販売。令和４年度の
生産個数を上回る生産体制は整っているが、原料
不足により生産個数は不透明。）

〈蛸飯の缶詰〉
・４月～10月：開発及び試作
・10月：賞味期限１年取得のための検査開始、賞味
期限５年取得のための検査開始
・11月：検査終了（賞味期限１年）、製造開始
・12月：蛸飯の缶詰の販売開始(賞味期限１年)

【資源の回復】
・原材料となるマダコの資源回復に向けた取組
　(遊漁者への啓発、放流用稚ダコの生産等)

【販売促進・商品価値の向上】
・缶詰2種（蛸の生姜煮、蛸卵）の販売促進・販路拡
大等に向けて、PRを継続的に実施
・賞味期限延長に向け、食品検査を継続的に受験
・市外販売率や市外消費者への認知度向上に向
けて、ふるさと納税返礼品への登録を検討中であ
るが、原料不足により登録時期は未定。

【新商品の検討】
・ノウクリ（サメ）の燻製、マダイの一夜干、冷凍ヒラ
メの刺身等を検討

【予算措置(間接的な支援事業)】
タコ産卵礁設置事業費補助
　・予算額　1,250千円
　・計画量　3,000個

【事業実績】
〈蛸の生姜煮、蛸卵の缶詰〉
・４月・11月：賞味期限３年取得のための検査受
験
※缶詰の生産個数については、900個（生姜煮
800個、蛸卵100個）の計画に対して3,884個（生姜
煮3、065個、蛸卵819個）を販売。

〈蛸飯の缶詰〉
・４月～12月：開発及び試作
・１月：賞味期限１年取得のための検査開始、賞
味期限５年取得のための検査開始
・２月：検査終了（賞味期限１年）

【資源の回復】
・原材料となるマダコの資源回復に向けた取組
　(遊漁者へ啓発チラシ配布)

【販売促進・商品価値の向上】
・缶詰2種（蛸の生姜煮、蛸卵）の販売促進・販路
拡大等に向けて、テレビ等の取材を通じて、PRを
継続的に実施
・賞味期限延長に向け、食品検査を継続的に受
験
・市外販売率や市外消費者への認知度向上に向
けたふるさと納税返礼品への登録は、原料不足
により未実施。

【新商品の検討】
・未実施

【ブランド】
・「三原やっさタコ」の商標登録が令和６年２月で
期限切れになることから、新たに「やっさタコ」とし
て12月に商標登録を申請。
名称から「三原」を取ることで、三原市産のみでは
なく、瀬戸内海産マダコ取り扱い、漁獲量の確保
を図る。

【決算状置(間接的な支援事業)】
タコ産卵礁設置事業費補助
　・予算額　1,250千円
　・実績量　3,000個

0

令和３年度交付金活用事業

事業内容の説明

【こんな事業です。】

令和5年度に実施した内容について

【昨年はこんなことをしました。】



Ａ① Ａ②Ｃ①（内部検証） Ｃ②（外部検証）

令和5年度の実施状況等
【参考】令和5年度の

外部有識者による評価・意見 　　　　　令和6年度の予定内容

・R５年度の事業計画
・予算措置の状況
・指標の見直しの有無
・指標達成に向けての改善点　など

令和４年度の
三原市総合戦略審議会での評価・意見 　　　　　　　　今後の方向性

総合戦略審議会での意見を踏まえた事
務改善や予算措置など、今後の方向性
（予定を含む）を記載

事業実施状況 事業の課題

KPIの状況

KPIの状況に対する要因分析
事業に対する

評価
事業に対する意見

事業に対する
評価

事業に対する意見
目標値(R5)

（再掲）
実績値(R5)

(再掲)
達成率 結果

287 千円 902 千円 314%

4 人 3 人 75%

46 ％ 25 ％ 54%

C　予定していた事業
内容を概ね実施した

①原材料となるマダコの確保
令和３年に56.3ｔであったマダコの
漁獲量が令和４年では16.5ｔ、令和
５年では16.6ｔに激減（令和３年比：
約70%減）し、資源の確保が大きな
課題となっている。（マダコに限ら
ず瀬戸内での水産物の漁獲量が
減少傾向にあり、これは海の栄養
不足や水温上昇による生産力の
低下、遊漁者による乱獲、燃油･資
材等の高騰による漁労活動の低
下等の要因と考えられており、対
策に向けた調査を県が実施中。な
お、調査期間は令和４年度から令
和８年度のまでの予定。）

②缶詰
「三原やっさタコ」から「やっさタコ」
への商標登録変更により、商品デ
ザイン及び販促物等の作成が必
要となる。

③獲れる水産物を活用した新商品
の検討
マダコが不漁であるため、加工適
性がある未利用水産物及び部位
や魚価の低い水産物による商品
化の検討と試作。

・「缶詰商品の純利益」について
は、販売初年度より減少したもの
の継続購入もあり、目標を達成で
きた。

・「加工製造作業場で雇用する人
数」については、原材料が減った
ため、余剰人員が発生し、1名の
減となった。

・「缶詰商品の市外販売率」につ
いては、商品生産量が限られてい
ること、また、市内需要が高かっ
たことから、市内販売に注力した
ため、目標値を下回る結果となっ
た。

地方創生の推
進に有効であっ
た

①これまでのタコのブラ
ンド化への取組は評価
できるが、この缶詰が
買えるお店やタコ料理
が食べられるお店を知
らない人も多いように
思われることから、市
民がもっとタコを食べる
文化を醸成することが
必要ではないか。

②タコの漁獲量が減少
している中で、タコの食
べ方の工夫など広くPR
する予定はないか。

③KPIの達成率も高く評
価できる。漁獲量減少
や燃料費高騰など予想
が難しい部分への対応
や商品のPRに引き続き
取り組んでいただきた
い。

【事業計画】
〈蛸の生姜煮、蛸卵の缶詰〉
・４月・11月：賞味期限３年取得のための検査受
験
※生産･販売個数1,400個（生姜煮1,300個、蛸卵
100個）を計画。

〈蛸飯の缶詰〉
・「やっさタコ」の商標登録が取れ次第、製造・販
売を開始(賞味期限１年)
・賞味期限５年取得のための検査受験
※生産･販売個数1,700個を計画。

【資源の回復】
・原材料となるマダコの資源回復に向けた取組
　(遊漁者への啓発、放流用稚ダコの生産等)
・漁協による浅場の海底耕運の実証実験

【販売促進・商品価値の向上】
・缶詰の販売促進・販路拡大等に向けて、テレビ
等の取材を通して、PRを継続的に実施
・賞味期限延長に向け、食品検査を継続的に受
験
・市外販売率や市外消費者への認知度向上に
向けて、ふるさと納税返礼品用の商品開発の実
施（蛸卵の新たな商品化）

【新商品の検討】
・魚の加工品の検討

【予算措置(間接的な支援事業)】
タコ産卵礁設置事業費補助
　・予算額　1,250千円
　・計画量　3,000個

地方創生の推進に
有効であった

①缶詰製造による高付加価値化
やPRは評価できるが、市内でタコ
を食べられる店が少ないと思う。
市民がたこを食べる文化を創ら
ないと、いくらPRしても広まらな
い。
商標登録を変更したことを契機
に、市民にもたこを食べる文化を
広めてもらいたい。

②タコを食べたいと思う人は、一
定数いると思う。すぐに料理でき
るタコ飯の素などは、家事に役立
ちありがたい。また、アレンジレシ
ピなど紹介してもらえれば、タコ
に興味を持つ人がもっと増えてく
るのではないか。

③事業実施が、漁獲高減少に大
きく左右されている現状となって
いるが、商標登録の変更に伴う、
漁獲量の維持等、今後に期待し
たい。

①タコの市場平均価格は10年前より2倍に
なっており、高級魚となっている。三原市漁協
では漁獲量が減っていることから、以前より取
引のある事業者を優先に販売をしている。
市内の店舗等から注文があれば可能な限り
販売に応じているが、価格帯が折り合わない
ことから、食べられる店舗が増えない。（地元
だから安価で買えるとの安易な考え。）
三原市漁協へ可能な限り市内店舗等からの
注文に応じるよう依頼をする。

②三原市漁協のホームページやＥＣサイトで
レシピを掲載するよう漁協と協議をする。

③三原市漁協から、タコ漁を行う近隣の漁協
及び漁業者へ買取りの周知を行う。

昨年までの実施状況から分かった課題について

【昨年までやってきたことからこんな課題があります。】

課題等を踏まえ実施すること

【こんなことをして課題を解決しながら

目的に近づいていきます。】



基本目標3　魅力とファンを創る

施策（1）　「三原ならでは」の魅力的なコンテンツが整っており、市を訪れる人が周遊・滞在している

総事業費 交付金充当額

50.0 55.0 60.0 ― ―

52.2 

― 28.8 ― ― 23.5 

― ― ― ― ―

Ｐ Ｄ

R5決算額(千円)

生涯スポーツイベント（自転車活用事業＠佐木島、スポーツのテーマパーク）への参
加を通じて「これからも継続してスポーツに取り組みたい」と感じた参加者の割合

1年間ほぼスポーツをしない市民の割合

事業名 事業概要

ＫＰＩ

令和5年度に実施を
予定していた内容

令和5年度に実施した内容

事業開始前

目標値（R5） 目標値（R6） 目標値（R7） 目標値（R8） 目標値（R9）

実績値（R5） 実績値（R6） 実績値（R7） 実績値（R8） 実績値（R9）

市民のスポーツ実施率向
上事業

・本市では、全国平均と比べて、市民のスポーツ実施率
が低い現状がある。（1年間ほぼスポーツをしない人の割
合（H28）：全国27.2%→三原市37.6%）

・そのため、新たなスポーツ大会やスポーツイベントを開
催し、子どもから大人までの幅広い世代に対してスポー
ツに関わるきっかけを提供することで、スポーツ実施率
の向上を図り、市民が健康で心豊かな生活を送ることが
できるまちをめざす。

【主な事業】
次の事業を実施することにより、スポーツを「みる」「す
る」機会を提供し、楽しさに触れることで、スポーツ実施
率の向上を図り、健康で豊かな生活に寄与する。
1 自転車活用事業＠佐木島　※幅広な世代向け
　佐木島におけるプロからアマチュアまでを対象とした自
転車ロードレースの開催を支援する。
　加えて、市公式YouTube等でのレースのプロモーション
動画配信や、バーチャルサイクルアプリを活用したサイ
クリングの疑似体験など、デジタル技術を活用した取組
を実施する。

2 スポーツのテーマパークリニューアル事業
※子ども向け
　三原市体育協会と連携し、小学生向けに一日で複数
の競技が楽しめる体験会を開催することで、スポーツの
楽しさを知ってもらい、スポーツを始めるきっかけづくりと
してもらう。
　令和4年度にトライアルとして屋内競技のみで実施した
ところ好評だったため、屋外競技を追加することで、さら
なる参加者の拡大を図る。

1 自転車活用事業＠佐木島
①佐木島自転車レース運営補助
　佐木島ロードレース実行委員会に対して補助金を交付
し、 大会運営を支援する。

【レース概要】
・開催時期　7月
・会場　佐木島（1周約10kmの周回コース）
・目標参加者数　240人（プロ10チーム計60人、アマチュ
ア180人）
・目標観客数　3,000人
・運営経費の内容：委託費（会場設営費、警備、映像撮
影等）、事務費、広告料、ボランティア経費等

②プロモーション動画配信
　佐木島ロードレースのプロモーション動画を制作・配信
し、佐木島の美しい風景とレースの魅力を全国へPRす
る。

③バーチャルサイクルアプリ構築
　エアロバイクとパソコン等を接続し、自宅等でサイクリン
グコースを走ることができるバーチャルサイクリングアプ
リ「Vroad」へ佐木島ロードレースのコースを搭載し、佐木
島のサイクリングコースとしての魅力を伝える。

2 スポーツのテーマパークリニューアル事業
　スポーツのテーマパークへ屋外5種目（軟式野球、陸
上、ソフトボール、サッカー、ソフトテニス）を追加する。
・支出内容：チラシ、スタンプラリー台紙の作成等

1 自転車活用事業＠佐木島
①佐木島自転車レース運営補助
　佐木島ロードレース実行委員会に対して補助金を交付し、 
大会運営を支援する。

【レース概要】
・開催日　7月8日（土）
・会場　佐木島（1周約10kmの周回コース）
・参加者数　165人（プロ9チーム計51人、アマチュア114人）
・観客数　1,000人
・運営経費の内容：委託費（会場設営費、警備、映像撮影
等）、事務費、広告料、ボランティア経費等

②プロモーション動画配信
　佐木島ロードレースのプロモーション動画を制作・配信。
・配信箇所：市HP、市公式YouTube、大会HP、MCAT、三原駅
前グリーンビジョン

③バーチャルサイクルアプリ構築
　エアロバイクとパソコン等を接続し、自宅等でサイクリング
コースを走ることができるバーチャルサイクリングアプリ
「Vroad」へ佐木島ロードレースのコースを搭載。

2 スポーツのテーマパークリニューアル事業
　スポーツのテーマパークへ屋外5種目（軟式野球、陸上、ソフ
トボール、サッカー、ソフトテニス）を追加。
・支出内容：チラシ、スタンプラリー台紙の作成等
・参加者数：152人

6,218 3,109

― ％ ％ ％ ％ ％ ％

37.6 ％ ％ ％ ％ ％ ％

事業内容の説明

【こんな事業です。】

令和5年度に実施した内容について

【昨年はこんなことをしました。】



Ａ① Ａ②Ｃ①（内部検証） Ｃ②（外部検証）

令和5年度の実施状況等
【参考】令和5年度の

外部有識者による評価・意見 　　　　　令和6年度の予定内容

・R6年度の事業計画
・予算措置の状況
・指標の見直しの有無
・指標達成に向けての改善点　など

令和6年度の
総合戦略審議会での評価・意見 　　　　　　　　　　　今後の方向性

総合戦略審議会での意見を踏まえた事務改善や
予算措置など、今後の方向性（予定を含む）を記
載

事業実施状況 事業の課題

KPIの状況

KPIの状況に対する要因分析
事業に対す

る評価
事業に対する意見

事業に対する
評価

事業に対する意見
目標値(R5)

（再掲）
実績値(R5)

(再掲)
達成率 結果

B　予定していた事業
内容どおり実施した

1 自転車活用事業＠佐木島
　佐木島ロードレースは予定どお
り開催された。
　しかし、参加者数及び観客数は
目標を下回ったため、増加に向け
ての取組が必要。

2 スポーツのテーマパークリ
ニューアル事業
　多くの参加者を集めることができ
たが、一部の種目（ソフトボール、
軟式野球、ソフトテニス）で定員を
満たさなかったため、積極的な広
報が必要。

50.0 ％ 52.2 ％ 104%
本事業実施やその他のスポーツ振
興事業の実施により、目標達成を
図ることができたと考えている。

1 自転車活用事業＠佐木島
①佐木島自転車レース運営補助
　佐木島ロードレース実行委員会に対して補助金を交
付。

【レース概要】
・開催日　7月27日（土）
・会場　佐木島（1周約10kmの周回コース）
・目標参加者数　252人（プロ22チーム計132人、アマチュ
ア120人）
・目標観客数　1,500人
・運営経費の内容：委託費（会場設営費、警備、映像撮
影等）、事務費、広告料、ボランティア経費等

②佐木島自転車レース広報　※新規事業
　レース広報及び大会会場での地元団体による魅力的
なステージイベントを実施することにより、観客の増加を
図る。
【実施内容】
・三原駅へのカウントダウンボート設置
・商店街へのバナー設置
・ステージイベント出演委託

③プロモーション動画配信
　佐木島ロードレースのプロモーション動画を制作・配
信。

2 スポーツのテーマパークリニューアル事業
　屋外5種目（軟式野球、陸上、ソフトボール、サッカー、
ソフトテニス）の継続開催。
　また、チラシを増刷し、各種公共施設や商業施設へ設
置する。
・支出内容：チラシ、スタンプラリー台紙の作成等

地方創生の推進に
有効であった

①自転車ロードレースは、地
元の子どもに見てほしいが、
今年度の大会では、子どもの
数が少なかったように思う。
もっと子どもが見に行けるよう
な仕組作りをお願いしたい。

②この事業では、普段スポー
ツをしない人やスポーツイベ
ントに来ない人をいかに動か
すかが重要だと思う。
その辺りにも力を入れてもら
えれば、事業の価値は更に上
がる。

③この事業は、自転車ロード
レースのプロチームが運営し
ており、広告収入もあるので、
継続の可能性を感じる。
日本唯一の離島での自転車
レースという珍しい存在であり
続けてほしい。

①子どもが参加できるイベントの開催や船の臨時便にお
ける子ども料金の設定など、子どもの観客が増える取り
組みを主催者へ働きかけていきたい。

②各種メディアでの周知による積極的な広報や、スポー
ツのテーマパーク事業での体験内容の改善などのイベン
ト内容の魅力向上により、普段スポーツに興味がない方
にも両事業へ参加いただけるようにしたい。

③事業の継続に向けて、市と主催者とで引き続き連携を
図っていきたい。

― 人 ― 人 ― －

昨年までの実施状況から分かった課題について

【昨年までやってきたことから，こんな課題があります。】

課題等を踏まえて実施すること。

【こんなことをして課題を解決しながら目的に

近づいていきます。】

今年度から検証開始


